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小
野
小
町
伝
説
の
寺
、建
礼
門
院
の
尼
寺
、法
隆

寺
の
裁
判
権
、橋
勧
進
な
ど
、多
様
な
事
例
か
ら

中
世
寺
院
を
舞
台
に
生
き
た
人
々
の
生
活
・
心

情
を
明
か
す
。

【
目
次
】

▼
文
庫
判・並
製
カ
バ
ー・3
3
6
頁・定
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一、四
三
〇
円

序第
一
章
　
番
場
蓮
華
寺
と
一
向
俊
聖

一　

六
波
羅
探
題
北
条
仲
時
の
滅
亡
／
二　

一
向
俊
聖
の
行
動
と

思
想
／
三　

番
場
蓮
華
寺
と
箕
浦
荘
／
四　

一
向
宗
と
畜
生
道

第
二
章
　
京
都
・
小
野
小
町
伝
説
の
道

一　

小
野
随
心
院
と
小
町
伝
説
／
二　

市
原
野
小
町
寺
と
「
通
小

町
」／
三　

南
山
城
井
手
の
小
町
塚

第
三
章
　
中
世
の
尼
と
尼
寺
│
建
礼
門
院
と
そ
の
女
房
を
中
心
に

一　

建
礼
門
院
と
寂
光
院
／
二　

四
天
王
寺
と
理
円
房
・
髑
髏
尼

／
三　

法
華
寺
の
尼
た
ち

第
四
章
　
戦
国
時
代
の
法
隆
寺
と
門
前
検
断

│『
衆
分
成
敗
引
付
』を
中
心
に

一　

盗
み
と
検
断
執
行
／
二　

法
隆
寺
と
門
前
郷
住
民
／
三　

寺

僧
・
郷
民
の
寺
社
参
詣
と
質
取
行
為

第
五
章
　
庶
民
の
願
い
極
楽
浄
土

│
海
印
寺
寂
照
院
・
光
林
寺
の
像
内
納
入
文
書
か
ら

一　

海
印
寺
と
宗
性
／
二　

寂
照
院
仁
王
像
の
造
立
／
三　

光
林

寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
像
内
納
入
文
書
／
四　

祇
王
・
祇
女
・
閉

の
名
前

第
六
章
　
鎌
倉
仏
教
の
勧
進
活
動
│
律
宗
の
勧
進
活
動
を
中
心
に

一　

顕
密
寺
社
の
復
興
と
勧
進
／
二　

律
宗
の
海
上
交
通
路
進
出

／
三　

橋
勧
進
と
橋
寺
│
泉
橋
寺
・
宇
治
放
生
院
・
一
条
戻
橋
寺

第
七
章
　
源
実
朝
室
西
八
条
禅
尼
と
遍
照
心
院

一　

実
朝
室
の
出
生
と
実
朝
と
の
婚
姻
／
二　

西
八
条
禅
尼
と
遍

照
心
院
／
三　

廻
心
房
真
空
と
遍
照
心
院
・
安
達
泰
盛
／
四　

律

宗
寺
院
遍
照
心
院

第
八
章
　
中
世
大
安
寺
の
年
中
行
事

一　
禅
恵
・
玄
基
に
よ
る
大
安
寺
の
復
興
／
二　
大
安
寺
の
年
中
行
事

第
九
章
　
延
方
普
門
院
の
船
越
地
蔵
と
忍
性

一　

普
門
院
船
越
地
蔵
と
忍
性
／
二　

船
越
地
蔵
の
霊
験
譚
／
三

　

地
蔵
堂
柱
の
地
蔵
講
交
名
と
潮
来
遊
女

初
出
一
覧

文
庫
版
あ
と
が
き

細
川
涼
一
著

ほ
そ
か
わ 
り
ょ
う
い
ち

【法蔵館文庫】

【
法
蔵
館
文
庫
】

中
世
寺
院
の
風
景

中
世
寺
院
の
風
景
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C
1
1
2
1

◆
著
者
略
歴

細
川
涼
一（
ほ
そ
か
わ　

り
ょ
う
い
ち
）

一
九
五
五
年
、
東
京
生
ま
れ
。一
九
八
四
年
、
中
央
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。二
〇
一
四
年
、
大
阪
大
学
博
士（
文
学
）。京
都
橘

大
学
文
学
部
教
授
、同
大
学
学
長
等
を
経
て
、現
在
、京
都
橘
大
学
名
誉
教

授
。日
本
中
世
史
専
攻
。

主
な
著
書
に『
中
世
の
律
宗
寺
院
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
七
年
）、

『
中
世
の
身
分
制
と
非
人
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、一
九
九

四
年
）、『
逸
脱
の
日
本
中
世
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、二
〇
〇
〇
年
）、『
日
本

中
世
の
社
会
と
寺
社
』（
思
文
閣
出
版
、二
〇
一
三
年
）。訳
注
に『
感
身
学
正

記
』１
・
２（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、一
九
九
九
・
二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

中
世
民
衆
の
生
活
と
心
性

中
世
民
衆
の
生
活
と
心
性


